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環
境
負
荷
最
少
へ

華民

小
型
車
「
フ
ィ
ッ
ト
」
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
「
イ
ン
サ

イ
ト
」
な
ど
を
生
産
す
る
ホ

ン
ダ
の
鈴
鹿
製
作
所
〈
三
重

県
鈴
鹿
市
）
。

2
0
1
2年

か
ら
軽
自
動
車
の
生
産
も
再

開
す
る
こ
の
主
力
工
場
で
は

「
環
境
負
荷
が
最
も
少
な
い

工
場
」
〈
松
本
宜
之
所
長
）

事長

電気~~蜜わる

ヨ二干日Eヨ

を
目
指
し
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
〈
E
H
P
）
を

活
用
し
た
二
酸
化
炭
素
〈
C

0
2
）
削
減
の
取
り
組
み
を

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

同
工
場
に
は
郎
年
と
関
年

に
冷
暖
房
用
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

式
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
1
台
ず

機
も
あ
っ
た
が
、
岡
本
主
任

の
頭
に
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ

の
は
タ
ー
ボ
冷
凍
機
だ
。
回

年
に
冷
房
専
用
の
タ
ー
ボ
冷

凍
機
を
導
入
し
た
際
に
「
新

製
品
の
開
発
が
進
み
、
性
能

指
数
が
初
年
ほ
ど
前
の
倍
近

く
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
た
」

し
た
」
〈
三
重
支
店
営
業
部

法
人
営
業
グ
ル
ー
プ
）
こ
と

な
ど
も
判
断
材
料
に
な
り
、

三
菱
重
工
業
製
の
タ
ー
ボ
冷

凍
機
の
導
入
に
踏
み
切
っ

た。

3
年
か
け
て
3
台
の
ガ

ス
直
だ
き
冷
凍
機
を
2
台
の

タ
ー
ボ
冷
凍
機
に
集
約
し
た

工
場
内
廃
熱
を
高
効
率
活
用

つ
導
入
し
た
。
従
来
の
ガ
ス

直
だ
き
式
冷
凍
機
が
老
朽
化

し
「
能
力
が
本
来
の
6
割
程

度
に
落
ち
、
故
障
し
が
ち
だ

っ
た
」
（
岡
本
平
事
業
管
理

部
施
設
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
エ
ネ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
技
術
主

任
）
の
が
そ
の
理
由
だ
。

初
年
前
の
倍
近
く

結
果
、
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
4
割
減
少
、

C
0

2
排
出
量
は
半
減
し
た
。

水
温
を
細
か
く
制
御

「
廃
熱
回
収
の
仕
組
み
づ

く
り
に
は
苦
労
し
た
」
と
岡

本
主
任
は
振
り
返
る
。
廃
熱

は
夏
場
は
大
気
中
に
放
出
す

る
。
だ
が
、
冬
場
は
ダ
イ
カ

ス
ト
工
場
と
熱
処
理
工
場
の

廃
熱
水
槽
か
ら
温
水
を
タ
I

こ
の
た
め
工
場
か
ら
暖
ま

っ
た
水
を
送
る
配
管
と
、
動

力
棟
か
ら
工
場
に
戻
す
配
管

を
2
本
設
置
し
て
冷
却
水
を

適
正
量
に
保
つ
仕
組
み
を
構

築
。
冷
却
水
が
工
場
の
要
求

温
度
以
下
に
な
る
と
製
品
の

品
質
に
問
題
が
生
じ
る
た

め
、
水
温
を
細
か
く
調
節
・

制
御
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

鈴
鹿
製
作
所
で
は
今
後
も

冷
凍
機
を
高
効
率
な
ヒ
I
ト

タ
ー
ボ
冷
凍
機
で

C
0
2半
減

〈
岡
本
主
任
）
の
を
目
の
当

た
り
に
し
た
か
ら
だ
。

当
時
の
試
算
で
タ
ー
ボ
冷

凍
機
の
効
率
は
蒸
気
吸
収
式

の
2
倍
、
ス
ク
リ
ュ
ー
式
よ

り
1
1
2割
良
か
っ
た
。
ま

た
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
式
な
ら
未

利
用
の
工
場
内
廃
熱
を
回
収

し
て
暖
房
に
活
用
し
、

C
0

2
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

中
部
電
力
が
「
最
新
式
の

E
H
P
の
環
境
性
能
を
提
案

ボ
冷
凍
機
の
あ
る
動

力
棟
に
送
っ
て
熱
を

回
収
し
て
暖
房
に
用

い
る
。
し
か
し
、
工

場
で
設
備
を
冷
や
す

冷
却
水
が
少
な
く
な

り
過
ぎ
る
と
、
設
備

が
止
ま
る
恐
れ
も
あ

る。導
入
し
た
タ
ー
ボ
冷

凍
機

ホ
ン
ダ
は

4
輪
車
1
台

を
生
産
す
る

際
に
排
出
す

る
C
0
2
の

削
減
目
標
を

…
日
年
度
に
∞
年
度
比
1
割

…
減
と
設
定
し
た
。
し
か

目
標
1
割
減

改
革
は
急
務

〈記事9

ポ
ン
プ
式
ヘ
更
新
す
る
方

針
。
し
か
し
広
い
敷
地
内
に

は
エ
ン
ジ
ン
工
場
や
部
品
加

工
工
場
な
ど
廃
熱
を
出
す
現

場
が
点
在
し
て
い
る
た
め
動

力
棟
ま
で
の
距
離
が
長
く
、

廃
熱
を
効
率
的
に
集
め
る
の

は
難
し
い
。
岡
本
主
任
は

「
廃
熱
が
出
る
現
場
に
小
型

の
E
H
Pを
置
く
の
も
一
つ

の
子
」
と
見
る
。
「
時
代
に

先
駆
け
た
取
り
組
み
」
〈
松

本
所
長
）
で
C
0
2
の
排
出

が
少
な
く
、
高
効
率
な
工
場

づ
く
り
に
疾
走
す
る
。

〈
こ
の
項
お
わ
り
）

設
備
更
新
時
に
念
頭
に
置

い
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
。
選
択
肢
に
は
ス
ク
リ
ュ

ー
式
や
蒸
気
吸
収
式
の
冷
凍

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
製
作
所

し、

ω年
度
の
実
績
は
2

．3
%減
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

C
O
2
削
減
に
向

け
た
生
産
現
場
の
改
革
は

急
務
だ
。
環
境
性
能
に
優

れ
た
E
H
P
の
導
入
な

ど
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る

改
善
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
波

及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る。〈
名
古
屋
・
万
福
博
之
）


